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防
災
無
線

　

防
災
無
線
の
放
送
が
反
響
し
過
ぎ
て
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
雨

天
時
な
ど
は
窓
を
閉
め
て
い
る
の
で
、
特

に
聞
こ
え
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
内
容
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
無
線
の
放
送
は
、
雨
天
時
や
風

向
き
な
ど
の
気
象
条
件
に
よ
り
聞
こ

え
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

「
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
」（
☎
０
１
２
０

・
９６
・
８
１
１
１
）
に
電
話
す
る
と
、
放

送
内
容
を
無
料
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
方
不
明
者
の
お
知
ら
せ
は
「
高
齢
者
お

か
え
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
登
録
者
に
Ｅ

メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
登
録
で
き
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　
（
危
機
管
理
課
）

　

休
日
保
育

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
休
日
保
育
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、

定
員
が
い
っ
ぱ
い
で
受
け
入
れ
は
２
年
後

に
な
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は

困
り
ま
す
。
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
八
ツ
面
・
矢
田
つ
ぼ
み
保
育

園
の
２
園
で
休
日
保
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
お
願
い
し
て

い
る
状
況
で
す
の
で
、
申
込
方
法
の
変
更

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

※
２８
年
度
か
ら
、
利
用
申
し
込
み
の
受
け

付
け
を「
１
年
ご
と
」か
ら「
１
か
月
ご

と
」
に
変
更
し
ま
し
た
。（
子
ど
も
課
）

　

公
共
施
設
再
配
置

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

資
料
を
見
て
公
共
施
設
再
配
置
の
必
要
性

は
理
解
で
き
ま
す
が
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」の
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
方

式
で
実
施
す
る
こ
と
は
も
う
決
定
し
て
い

ま
す
か
。
西
尾
市
が
全
国
で
初
め
て
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
で
心
配
で
す
。
多
く
の

市
民
の
理
解
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
丁

寧
に
広
報
し
て
ほ
し
い
で
す
。

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
と
は
、
民
間
の
資
金
や

経
営
・
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
、

公
共
施
設
な
ど
の
設
計
・
建
設
・
改
修
・

更
新
や
、
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
公
共

事
業
の
手
法
の
こ
と
で
す
。
西
尾
市
方
式

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
事
業
主
体
を
こ
れ
ま
で

の
建
設
企
業
か
ら
、
施
設
の
運
営
・
維
持

管
理
企
業
に
変
更
し
ま
し
た
。
事
業
の
主

体
と
な
る
特
別
目
的
会
社
は
運
営
中
心
の

事
業
を
行
い
、
施
設
を
建
設
す
る
不
動
産

開
発
会
社
か
ら
施
設
を
買
い
取
っ
て
、
責

任
を
持
っ
て
施
設
管
理
を
担
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
は
２３
年
度
に
「
西
尾
市
公
共
施
設
再

配
置
基
本
計
画
」
で
示
し
た
、
市
が
抱
え

る
公
共
施
設
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
官
民
連
携
手
法
の
１
つ
と
し
て

公
共
施
設
再
配
置
の
取
り
組
み
に
活
用
す

る
方
針
と
し
ま
し
た
。
２５
年
度
に
行
っ
た

「
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
方
式
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

実
現
可
能
性
検
討
調
査
」
の
結
果
、
市
内

企
業
を
中
心
に
県
内
企
業
に
よ
る
参
画
で

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
方
式
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が

実
現
可
能
と
判
断
し
た
た
め
、
導
入
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
公
共
施
設
再
配

置
」
ペ
ー
ジ
に
、
市
が
取
り
組
ん
で
き
た

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る
活
動
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
に
し
お
２７
年
９
月

１
日
号
に
、
市
が
進
め
る
公
共
施
設
再
配

置
に
つ
い
て
、
２８
年
３
月
１
日
号
に
、
優

先
交
渉
権
者
の
選
定
や
企
画
提
案
の
概
要

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
事
業
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
に
し
お
で
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
市
職
員
が
直
接
出
向
い

て
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
資
産
経
営
戦
略
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
　
　
（
資
産
経
営
戦
略
課
）

「市民の声」を紹介します
　「市民の声」は、皆さんから市政に対する意見や要
望などを広くお聴きする制度です。
　ここでは、いただいた意見などの中から、その一
部を紹介します。なお、意見などは要約しています。

問秘書課広聴担当（☎65・216０）投書箱（設置場所により
形が異なります）

答

答答

市ホームページ内の入力
フォーム

１月に行われた市民向け公開プレゼンテーション
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消
防
団

　
以
前
、
旧
吉
良
町
消
防
団
の
こ
と
が
面

白
お
か
し
く
報
じ
ら
れ
、
消
防
団
に
い
わ

れ
な
き
不
名
誉
を
与
え
ま
し
た
。
旧
西
尾

市
地
域
に
も
消
防
団
を
設
置
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
旧
幡
豆
郡
地
域
の
消
防
団
の
名
誉

回
復
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
い
ま
す
か
。

合
併
後
、
旧
幡
豆
郡
地
域
の
消
防
団

は
社
会
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
消
防
団
員
に

対
す
る
誤
っ
た
認
識
を
拭
い
去
る
た
め
、

住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
り
、
地
域
の
消

防
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
献
身
的
に
活

動
す
る
消
防
団
・
消
防
団
員
を
引
き
続
き

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
が
な
い
旧
西
尾
市
地
域
に
、
大

規
模
災
害
時
の
み
活
動
す
る
機
能
別
消
防

団
を
創
設
し
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
に
消

防
署
員
だ
け
で
対
応
す
る
の
は
不
可
能
で

す
。
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
既
存
の
消

防
団
と
と
も
に
、
機
能
別
消
防
団
に
も
大

き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
消
防
本
部
総
務
課
）

　

矢
作
川
流
域
の
写
真

　

約
６０
年
間
、
矢
作
川
と
そ
の
流
域
の
風

土
・
風
景
を
写
真
で
記
録
し
て
き
ま
し
た
。

撮
影
数
は
数
万
カ
ッ
ト
に
上
り
、
歴
史
の

証
言
と
も
い
え
る
写
真
の
有
効
活
用
先
を

考
え
て
い
ま
す
。
も
し
興
味
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
窓
口
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
「
新
編
西
尾
市
史
」
の
編
さ
ん

を
進
め
て
お
り
、
西
尾
の
歴
史
や
暮

ら
し
、
環
境
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
を
広
く
収
集
し
て
い

ま
す
。
写
真
は
非
常
に
価
値
の
高
い
資
料

に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
後
日
、
寄
贈
に
向
け
て
調
整
し
ま
し
た
。

貴
重
な
記
録
写
真
は
、
市
史
編
さ
ん
な

ど
に
活
用
し
ま
す
。　
（
文
化
振
興
課
）

　
河
川
関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
パ
ネ
ル

な
ど
へ
の
有
効
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
川
港
湾
課
）

「市民の声」を紹介します特集

答

答

過去に市民から寄贈された本町の町並みの写真。
今後、矢作川などの写真も歴史の証言として市
史編さんに活用します

■市政に対する意見などをお寄せください
　市政に対する意見などは、公共施設に設置の「市
民の声」投書箱へ備え付けの専用用紙を投かんする
か、市ホームページ内の「市民の声」入力フォーム
から送信してください。また、郵送（〒４４５―８５０１住
所不要）やファクス（ＦＡＸ５７・１３１３）でも受け付けま
す。郵送などの場合は、文書に「市民の声」と明記
してください。受け付けからおおむね２週間以内に
回答しますが、検討に時間を要する場合もあります
のでご了承ください。
投書箱設置場所　市役所行政情報コーナー（１階）、

各支所、総合福祉センター、西尾市保健センター、
西尾勤労会館、佐久島東渡船場、文化会館、西尾
市立図書館、中央・寺津・米津・福地・西野町・
八ツ面・鶴城・室場・三和・矢田の各ふれあいセ
ンター、一色町・吉良町・幡豆の各公民館

■「市民の声」を市ホームページなどで公開
　「市民の声」に多く寄せられる意見などの中で、代
表的なものや市政運営の参考となる意見などの要旨
と回答を公開しています。市ホームページや市役所
行政情報コーナーと各支所で閲覧できます。

▼「市民の声」2７年４月～2８年３月の受付件数とその分野
分 野 件 数

産業振興（観光、地域ブランド、商業、農・水産業、工業・新産業・雇用） ２９
社会基盤（道路、災害対策、公共交通、市街地、上・下水道） ４９
子育て・教育・文化・スポーツ（子育て、学校教育、生涯学習、歴史文化、スポーツ、青少年健全育成） ８１
健康・福祉（地域医療、健康づくり、高齢者福祉、障害者福祉、社会保障、消費者保護） ４３
自然環境・生活（公園・緑地、自然環境、河川・海岸、地球環境、環境衛生、防災、防犯・交通安全、消防） ６７
市民・行政（市民協働、情報共有、コミュニティ、行財政運営） ７３
その他 ２１
合計（延べ件数。意見などの内容が複数課に関係するものは、細分化しています） ３６３

機
能
別
消
防
団
員
に
貸
与
さ
れ
る
活
動
服
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